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韓国修学旅行について

2年生が11月19日から11月22日の3泊4日の日程で韓国修学旅行に行ってきました。
昨年は2泊3日でしたが、今年は1日増えたおかげで、キムチ漬けの体験をしたり、
見学場所が増えたりと一生の思い出になる修学旅行であったと思います。
一昔前は外国に出張や転勤で行く機会があるから勉強しろという話が多かった
ように思いますが、最近は国内にいても外国人と接する機会が大いに増えていま
す。たとえば佐世保のハウステンボスでは国内からのお客さんだけでは経営が成
り立たず、中国や韓国、台湾をはじめとする、東南アジアからのお客さんを獲得
しようと懸命になっています。現在は領土問題で関係が悪化していますが、特に
中国に対する期待は大きく、長崎から上海までの定期航路を開設してまで来場者
を増やそうと懸命になっています。ハウステンボス関係者だけではなく、交通機
関の関係者、土産物屋さん、ホテルの関係者と外国の人が来ることによって関る
ことになる人はかなり増えると思います。そんな時、「言葉で困った」、「両替
で困った」、「道に迷った」などの外国旅行の経験が生きる時がきっと来ると思
います。諫早東高校の卒業生が外国の人と交流することで人生が豊かになること
を願っています。
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【１２月の主な行事】

今年度、生徒指導部では、現在の社会や企業で最も

期待される「コミュニケーション能力」を高めるため

に、「大きな声で挨拶・大きな声で返事」をスローガ

ンに「あいさつ運動」を行ってきました。先日行われ

た「創立３０周年記念式典」でも、生徒の元気なあい

さつや明るい対応は、多くの来賓の方々にお褒めをい

ただきました。さらに、明るく活気ある学校作りを目

指して、「あいさつは先手必勝！」をモットーに、

１１月～１２月にかけて「あいさつ指導」を強化して

いきます。御家庭でも御指導をお願いします。

生活委員による

朝のあいさつ運動

（登校時生徒玄関）



１１月３日、長崎県立総合体育館で「２０１３ 長崎しおかぜ総文祭プレ大会総合開会式」が開催されました。
このイベントは、全国の高校生の文化の祭典『２０１３ 長崎しおかぜ総文祭』（平成２５年７月３１日から８月
４日まで県内１５市町で開催）に先がけ開かれたものです。部門は２４部門（演劇・合唱・放送・吹奏楽・弁論・
将棋・文芸等）あり、全国から２万人の高校生が長崎に集います。諫早市では放送・図書部門が開催されます。
プレ大会総合開会式では、県内の高校生が演劇・和太鼓・書道・吹奏楽・ハンドベル・龍踊り等を披露し、趣向
を凝らした演技・演奏に会場からは盛んな拍手が送られていました。
以下は、開会式パンフレットに掲載された本校紹介文です。

創立３０周年を機に学校テーマ『新風』で新生諫早東を創造します。

祝３０周年
10月27日（土）に東高は記念すべき創立３０周年の記念行事を盛
大に実施し、各方面から過分なるお褒めのお言葉をいただきました。
１年生の式典における態度も立派の一言で、今後の東高の中心にな
る学年としてはとても頼もしく感じました。記念講演では、東高校
歌の作曲者であられる山口修・純子ご夫妻のユーモアあふれるトー
クと感動的歌・演奏に聴衆はすっかり魅了されました。
体育祭、文化祭、３０周年式典と続いた大きな行事も無事終了し、
今後は期末考査を中心に、学業に専念する時期を迎えます。ちなみ
に11月26日が考査時間割発表で、12月３日から考査です。ご家庭の
方でも生徒への切り替えのご助言をよろしくお願いします。
なお、行事等については東高ホームページをご覧いただければ幸
いです。

記念式典１年生の様子

3泊4日［11月19日(月)～22日(木)］の旅程で２学年94名の生徒

を引率して韓国に行ってきました。まずは、竹島の領有問題な

どからの反日感情は全く感じることがなく、好意的な対応でし

た。さらには、生徒全員が大きな事故や病気もなく、旅程を無

事終えたことを大変嬉しく思います。修学旅行は、集団行動や

～２学年韓国修学旅行を終えて

共同生活をするということだけではなく、平素と異なる生活を知るという意味でもとても有意義な体験と

なりました。今回もパスポート取得から始まり、異国の文化、習慣を肌で感じることができました。国内

修学旅行とは比較にならないほど、生徒たちの経験値は大きく高められたと思います。今後の学校生活や、

将来の目標を考える上でも大きな意味を持つものだと思います。今は、事後指導として感想文集を作成中

です。楽しみにお待ち下さい。最後になりましたが、保護者の皆様には、韓国修学旅行参加への理解や多

額の旅行費負担など、深く感謝申し上げます。
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水原華城（世界遺産）にて（２組） 昌徳宮（世界遺産）にて（３組）


